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「里海」を広域プロジェクトに位置づけ 

～「四国圏広域地方計画協議会幹事会」の開催について～ 

 

 四国圏広域地方計画注 1）は、圏域の実情や課題を踏まえて、四国圏の将来

ビジョンとして、「四国圏の将来像」や「発展に向けた戦略的取組」とあわ

せて、広域的視点で重点的に取り組む「広域プロジェクト」等を示したもの

であり、その実効性を高め、着実な推進を図るため、各プロジェクトの取組

状況を毎年度検証することとしています。 

 この度、平成 24 年度の進捗状況が取りまとまりましたので、その報告並

びに検証を行うための、「四国圏広域地方計画協議会幹事会」を開催いたし

ます。  

 また、今回の幹事会におきましては、「里海」づくりの取組をリーディン

グプログラムとして位置づけること注 2）や、計画の中間評価のとりまとめ方

針についても提示し、意見交換を行うこととしています。 

注1）別紙参考資料-1参照、 注2）別紙参考資料-2参照 

 

 ■開催日時 平成 25 年 9 月 9 日（月）13:30～（2時間程度で予定） 

 ■開催場所 高松サンポート合同庁舎 13 階 1306､1307 会議室 

 ■議事次第 別紙資料－１のとおり 

 ■構 成 員 別紙資料－２のとおり 

 ■取材要領 取材傍聴可。一般傍聴は予定しておりません。 

        

 ※本施策は、四国圏広域地方計画の取組全般に該当します。 

問い合わせ先 

四国圏広域地方計画推進室 

（四国地方整備局） 

  企画部 広域計画課  中岡、黒木（電話 087-811-8309） 

 【参考】◆四国圏広域地方計画に関するＨＰは、下記のとおり 

   http://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/kokudokeikaku/index.html 



 

 

四国圏広域地方計画協議会幹事会 
 

議 事 次 第（案） 
 

日時：平成２５年９月９日（月） 

１３:３０～（２時間程度） 

場所：高松サンポート合同庁舎 

      １３階 1306､1307 会議室 
 

１．開 会 

 

 

２．議 事 

１）四国圏広域地方計画の進捗状況について 

 ①進捗状況とりまとめ（案） 

 ②リーディングプログラム取組状況（案） 

 

２）リーディングプログラムの変更について 

 

３）四国圏の将来像や目標の達成状況（中間評価）について 

  

４）その他 

 

 

３．閉 会 

 
 
 

 

資料－１ 



 

四国圏広域地方計画協議会幹事会 構成員 

構成員名 

警 察 庁  四国管区警察局 総務監察・広域調整部長 

総 務 省  四国総合通信局 総務部長 

財 務 省  四国財務局 総務部長 

厚生労働省   
中国四国厚生局 

（代理四国厚生支局） 
総務課長 

農林水産省   中国四国農政局 企画調整室長 

  〃 林 野 庁 四国森林管理局 計画保全部長 

経済産業省  中国経済産業局 総務企画部長 

  〃  四国経済産業局 総務企画部長 

国土交通省 
 

四国地方整備局 
企画部長 

 建政部長 

  〃  四国運輸局 企画観光部長 

  〃  大阪航空局 空港部長 

  〃 気 象 庁 大阪管区気象台 技術部長 

  〃 海上保安庁 第五管区海上保安本部 総務部長 

  〃 〃 第六管区海上保安本部 総務部長 

環 境 省  中国四国地方環境事務所 高松事務所長 

徳島県 
政策創造部長 

県土整備部長 

香川県 
政策部長 

土木部長 

愛媛県 
企画振興部長 

土木部長 

高知県 
総務部長 

土木部長 

徳島県市長会 事務局長 

徳島県町村会 常務理事 

香川県市長会 事務局長 

香川県町村会 事務局長 

愛媛県市長会 事務局長 

愛媛県町村会 事務局長 

高知県市長会 事務局長 

高知県町村会 事務局長 

四国経済連合会 専務理事 

四国商工会議所連合会 常任幹事（高松商工会議所専務理事） 

 

資料－２ 



地域の強みを活かし、圏域全体の連携によって自立的に発展する

『癒やしと輝きのくに』 四国の創造
基本
方針
基本
方針

心の豊かさを求める時代の要請に応え、
四国圏独自の「癒やし」の魅力を伸張させ、
四国の住みやすさを高めつつ、訪れる人を
増やし、地域力を向上させる。

今後10年間の圏域づくりに向けて今後10年間の圏域づくりに向けて

特色ある企業や産業集積、全国的に認知
度の高い食品・食材など地域資源を活かし
つつ、絶え間ざるイノベーションにより経済
活力を高める。

四国圏の発展の姿四国圏の発展の姿

四国圏がもつ「癒やし」の魅力を活用する

独自の資源に裏打ちされた経済活力を
活かす

成長力をより強め、多様な人材をひきつける圏域に

国内との
交流連携

国内との
交流連携

東アジアとの
交流連携

お遍路ネットワーク
（独自の魅力）

国内との
交流連携

四国圏の発展に向けた目標四国圏の発展に向けた目標

国内外との交流・連携

国内外との交流・連携

 安全・安心と経済活力を支える環境づくり

 地域のことは主体的に自分たちで取り組むという考えに基づく、独

自性、個性を活かした地域づくりと地域づくりを進めるための「担い

手となる人材の育成」「地域資源の活用」「『新たな公』の構築」

 圏域内の多様な地域が適切な役割分担を図り「四国はひとつ」の視

点から戦略的に連携することにより新しい四国の価値を創出

 全国のモデルとなることを目指した地域づくり

 全国、世界との交流連携を深めることにより、さらなる活力を創出

これらの考え方
を重視した取り
組みが必要。

地域の視点
安全・安心を基盤に、快適
な暮らしを実感できる四国①①

地域に根ざした産業が集積
し、競争力を発揮する四国

歴史・文化、風土を活かした
個性ある地域づくりを進め、
人をひきつける四国

②②

東アジアをはじめ、広域的に
交流を深める四国④④

③③

⑤⑤

中山間地域・
半島部・島しょ
部等や都市が
補完しあい
活力あふれる
四国

都市部

四国はひとつ

中山間地域等

相乗効果の発揮

四国圏広域地方計画（四国圏の将来像）参考資料-1

目 標 広域プロジェクト

No.1 人と文化を育む産学官連携プロジェクト

No.2 緑の島四国の森林再生プロジェクト

No.3 南海と瀬戸内の食彩展開プロジェクト

No.4 きらり輝く技術力・健康支援産業クラスター形成プロジェ
クト

No.5 圏域の連携による発展に向けた地域力向上プロジェ
クト

No.8 四国霊場八十八箇所と遍路文化により地域をつなぐプ
ロジェクト

No.7 中山間地域・島しょ部活性化プロジェクト

No.9 瀬戸内フィールドミュージアムプロジェクト

安全・安心を基盤に、快適な暮らしを実感できる
四国

～心穏やかに暮らせるやすらぎの実現～

地域に根ざした産業が集積し、競争力を発揮する
四国

～グローバル化を生き抜く産業群の形成～

歴史・文化、風土を活かした個性ある地域づくりを
進め、人をひきつける四国

～おもてなしの心あふれた癒やしの実現～

東アジアを始め、広域的に交流を深める四国
～進取の息吹きを与える交流の創出～

中山間地域・半島部・島しょ部等や都市が補完し
あい活力あふれる四国

～農山漁村と都市の共生～

No.6 防災力向上プロジェクト

No.10 黒潮洗う南海輝きプロジェクト

四国圏広域地方計画（広域プロジェクト）



●四国圏広域地方計画では、No.1～10の各プロジェクトにおいて、リーディングプログラム※1を
設定して進めているところです。

※1：重点的に取り組むことにより、対外的にプロジェクトの推進が目に見え、また、インセンティブになる
ような取組 （別表参照）

●リーディングプログラムのうち、No.7については、四国地方整備局により「中山間地域における
地域防災力の強化（案）」として取組を進めてきたところですが、作成した「コミュニティ防災計画
の手引き」をモデル自治体へ配布し、取組としては終了している状況です。

●このため、上記にかわるプログラムとして、今年度からはじまりました、香川県の「里海」づくり
の取組※2をリーディングプログラム（Ｎｏ．７）として位置づけ紹介していく方向で調整を進めてき
ており、今回の幹事会にて提示し、意見交換を行います。

※2：参考
かがわの里海づくり

http://www.pref.kagawa.jp/kankyo/mizukankyo/satoumi/index.htm 

参考資料-2

リーディングプログラム（No.7）の変更について
～ 「里海」づくりの取組を位置づけ ～



＊リーディングプログラム： 重点的に取り組むことにより、対外的にプロジェクトの推進が目
に見えまた、他の取り組みへのインセンティブになるような取組。

四国圏広域地方計画 〔リーディングプログラム一覧〕

PJ
No.

プロジェクト名 具体的取組

1 人と文化を育む産学官連携プロジェクト
「四国はひとつ」という意識を共有し、四国の将来を支える
人材の育成

2 緑の島四国の森林共生プロジェクト 森林・林業の再生に向けた体制づくり

3 南海と瀬戸内の食彩展開プロジェクト
「四国の食」ブランドの確立に向けて、農山漁村の６次産業
化の推進

4 きらり輝く技術力・健康支援産業クラスター形成プロジェクト
健幸支援産業創出事業
（「医療・介護・健康関連産業」支援事業）

5 圏域の連携による発展に向けた地域力向上プロジェクト 四国圏の地域力向上に向けた物流施策の強化

6 防災力向上プロジェクト 東南海・南海地震への対応強化

7 中山間地域・島しょ部活性化プロジェクト 中山間地域における地域防災力の強化

8 四国霊場八十八箇所と遍路文化により地域をつなぐプロジェクト お遍路を活かしたまちづくり、地域づくりの推進

9 瀬戸内フィールドミュージアムプロジェクト クルーズ船等を活用した観光振興の推進

10 黒潮洗う南海輝きプロジェクト 生産から加工・販売にいたる新水産業クラスターの形成

－ １ －

別表（平成21年8月時点）

「里海」づくりの
取組に変更



かがわの「里海」づくりについて 

 
 

 山・川・里(まち)・海をつなげる取り組みをスタート  

香川県では、今年度から、水産資源だけでなく、景観、

憩いの場、食文化、観光など多くの恵みを享受できる「豊

かな海」を目指して、人の手を適度に加えて海域・陸域

を一体的に管理する「里海づくり」の手法を取り入れ、

山・川・里（まち）・海をつなげる取り組みを、県民の皆

さんや関係者と協働して、総合的に進めていきます。 

 全国初！全県的な里海づくり  

里海づくりは、通常、湾の流域など限られた地域で取

り組まれますが、香川県では、全域が瀬戸内海の流域で

あることや、県土がコンパクトで人の暮らしと海が近い

という特徴を生かして、県下全域を対象に、里海づくり 

に取り組みます。 

このような全県的な取り組みは全国初となることから、 

取組状況を、県内外に情報発信しながら進めていきます。 

 協議会の設立とビジョンづくり  

里海づくりの推進にあたり、様々な分野の関係者との協

働の場として、「かがわ『里海』づくり協議会」を、4 月 24

日に設立しました。 

この協議会を中心に、まずは、県民の皆さんが望む海のあ

るべき姿と取り組みの方向性を明確にするため、ビジョンづ

くりを進めています。このビジョンは、様々な主体が連携・

協働しながら香川らしい里海づくりに取り組むための「共有

理念」となるものです。 

 今年度の主な取り組み  

今年度は、協議会の設置、ビジョンの策

定・共有など、里海推進のための基盤づく

りに取り組むとともに、山・川・里（まち）・

海のそれぞれの地域で環境保全活動に取り

組む各団体のネットワーク化、関係者の協

働による海ごみ対策や里山整備の促進、生

活排水対策の重点的な実施などに取り組み

ます。 

 

香川県環境管理課



かがわ「里海」づくり協議会構成団体等 

名    称 分 野 

香川県漁業協同組合連合会 漁業 

香川県農業協同組合 農業 

香川県土地改良事業団体連合会 農業 
(ため池)

香川県森林組合連合会 林業 

公益財団法人 香川県環境保全公社 環境 

四国環境パートナーシップオフィス 環境 

香川県連合自治会  地域生活 

香川県消費者団体連絡協議会 地域生活 

一般社団法人 香川経済同友会 経済 

公益社団法人 香川県観光協会 観光 

香川県ＰＴＡ連絡協議会 社会教育 

ボーイスカウト香川連盟 社会教育 

国立大学法人 香川大学 教育・研究 

香川県市長会 行政 

香川県町村会 行政 

環境省 中国四国地方環境事務所 行政 

国土交通省 四国地方整備局 行政 

農林水産省 中国四国農政局 行政 

林野庁 四国森林管理局 香川森林管理事務所 行政 

水産庁 瀬戸内海漁業調整事務所  行政 

香川県 行政 

アドバイザー 

香川大学 名誉教授 
ＮＰＯ法人 瀬戸内海研究会議 顧問 
香川県環境保健研究センター 顧問 

岡市 友利 

広島大学 名誉教授 
ＮＰＯ法人 瀬戸内海研究会議 理事長 

松田 治 

 


